
　３月２５日（水）、村道半場線開通式が晴天のなか執り行われました。
　村道半場線（１－２号線）は、ふれあい広場を通る、奥沢地区と御堂地区を結ぶ新規道路です。間
を流れる槻川には「ふれあい橋」が架設されました。大型車がすれ違える道幅があり、槻川小学校の
児童たちが安全に登下校できるようになっています。この道路は、平成２４年度より総事業費２億１
３７８万８９円（国庫補助金１億２４１５万円）をかけ完成しました。事業概要は以下のとおりです。
　当日はテープカットが行われ、くす玉割りと和太鼓の演奏で華々しく開通が祝われました。式典に
は多くの来賓を迎え、たくさんの祝辞をいただき、また、道路建設にご協力いただいた８名の方（下記
参照）と、村に対して多額の寄付をいただいた秩父鉱業株式会社代表取締役羽田直弘様に感謝状およ
び記念品が贈られました。
　なお、橋には「ふれあい橋」、「槻川」の表記がされて
いますが、ひらがな表記は「ふれあいはし」、「つきかわ」
とし、濁点が付かないようにしています。これは川が濁ら
ず清らかであることを願って習慣づけられたものとのこと
です。

村道半場線（ふれあい橋）開通村道半場線（ふれあい橋）開通

事業概要
名　　称：村道半場線（１－２号線）
　　　　　（橋梁名称：ふれあい橋）
道路延長：１８８ｍ（橋梁３８.３ｍ）
道路幅員：９.５ｍ（車道７.０ｍ、
　　　　　　　　　　　歩道２.５ｍ）
道路区分：３種４級
設計速度：３０km／ｈ
車 線 数：２車線（対面）、
　　　　　歩道あり
橋梁下部：逆Ｔ式（橋台２基、
　　　　　　　　　　　　橋脚１基）
橋梁上部：ＰＣ橋プレテンション方式
　　　　　スラブ桁

花の名所から　～各地で花まつりなどが行われました～

　大内沢地区では、３月
２９日（日）、毎年恒例
となった花桃まつりが開
催されました。花桃が映
える晴れた空と、和太鼓
や雅楽の演奏に会場は華
やかな雰囲気に包まれて
いました。会場を訪れた
多くの方が「毎年鮮やか
な花桃を楽しみにしてい
ます」とおっしゃってい
ました。

　坂本地区では、採石場
跡地の虎山に、今年は昨
年より多い「弐千本桜」
が開花し、４月５日（日）
に桜まつりが開催されま
した。また、４、５日と
１１日には、株式会社羽
音出版「コスＢＯＮ fan
tasy」主催のイベントが
行われ、アニメなどの衣
装に身を包んだ「コスプ
レイヤー」が集結し、弐
千本桜をバックに写真を
楽しんでいました。

【白石地区「花の中の写真展」】

　白石地内において４月４日（土）から２６日（日）まで、東秩父写
友会主催の「花の中の写真展」が開催されました。この写真展は毎年
恒例となっており、県外からも「楽しみです」と期待の声を聞きます。
白石地区の花々がつくる風景は、どこを切り取っても一枚の絵画のよ
うであり、飾られた写真と全景を組み合わせると美しい大きな芸術作
品のようでした。来年も素敵な作品を期待しています。

【第１０回花桃まつり】
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